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1 まえがき 

アンリツは創業 120 周年を迎えた 2015 年，グローバル本社棟

（以降 G 本社棟）を竣工した。G 本社棟は，安心・安全で快適なオ

フィス空間を実現するとともに，地球環境に優しい省CO2とサスティ

ナブルな社会づくりに貢献するため ZEB（ネット・ゼロ・エネルギー・

ビル）化を目指している。すでに 2015 年度実績として，2013 年度

比で57.6％のエネルギー削減を達成しているが，今後ZEB化を達

成するためには，さらなるエネルギー削減策の推進が必要不可欠と

なる。

G 本社棟のエネルギー消費量は，その半数以上を空調電力が

占めている。しかし G 本社棟の空調は，従業員の快適性を最優先

に考え，フロアごとに自由に ON/OFF や温度設定を変えられるよう

にしているため，その利用実態と問題点が把握できていない状況で

あった。空調電力を削減するためには，各フロアの温湿度や空調の

稼働データを元に，現状把握を行ったうえで，省エネ対策を検討す

る必要があった。

2 G 本社棟の空調管理システム 

2.1 空調設備の構成 

G 本社棟の空調設備の構成を図 1 に示す。 

G 本社棟の空調設備は，各フロアで制御可能な個別空調機，フ

ロア全体の換気および加湿を担う外調機，外調機用の冷水／温水

を供給するチラー，気象条件により自動で開閉する自然換気システ

ムで構成される。

個別空調機は各フロアで制御可能だが，中央監視装置から遠隔

停止も可能となっている。個別空調の消し忘れ対策として，定時後

に中央監視装置から個別空調を自動 OFF で運用している。 

図 1 空調設備の構成 

2.2 BEMS システム 

G 本社棟には，BEMS(Building Energy Management Sys-

tem)が導入されている。G 本社棟の BEMS では，空調や照明など

建屋全体の電力量を管理できるだけでなく，空調発停の情報，照

明の ON/OFF など 5,000 ポイント以上のデータを記録・蓄積してい

る。

2.3 課題 

BEMS にてさまざまなデータが蓄積されるようになったが，空調

管理部門では，建屋全体の電力量や温度の推移データなどマクロ

的な視点でのデータ活用に留まっていた。

従来，各建屋の空調は集中管理にて運用されており，蓄積され

た大量データの分析ノウハウや，個別の機器の情報を活かした運

用の知見がなかったことが，データ活用が進まなかった理由である

と考えられる。また，BEMS のデータ表示機能が十分でなく，デー

タ分析のためには BEMS からデータを csv(comma-separated

values)で出力し表計算ソフトで加工する必要があるなど，手間が

かかることもデータ活用が進まない一因となっていた。
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出した。また，空調管理部門とディスカッションを重ねることで，空調運用の改善策を導出した。さらに，冬期の

空調運用において全体空調の稼働開始時刻と設定温度を見直すことでフロア個別の空調稼働を抑制する施

策を展開し，各フロアの快適性を損なわずにピーク消費電力を約 12％削減できることを実証した。
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3 BEMS データ分析による空調運用改善策検討 

3.1 検討の進め方 

前述の課題を解決するため，データ分析チームと，設備管理

チームの共同検討体制をとることにした。BEMS データの分析に関

しては，統計的手法やソフトウェア構築ノウハウを持つデータ分析

チームが担当することとした。データ分析チームによるデータ分析・

データ見える化結果を元に，空調運用管理ノウハウを持つ設備管

理チームとディスカッションを重ねることで，現状の問題点の把握と

解決策を効率的に導出することができると考えた。 

3.2 データ分析方法 

（1） 分析データ 

データ分析に使用したデータの一覧を表 1 に示す。 

表 1 データ分析に使用したデータ 

データ種別 単位 ポイント数 収集周期 

室内温度 ℃ 30 

1 時間ごと 
室内湿度 ％ 30 

外気温度 ℃ 1 

外気湿度 ％ 1 

個別空調制御 
ON/OFF 

116 — 

外調機制御 20 — 

個別空調積算電力 

kWh 

97 

1 時間ごと 外調機積算電力 20 

チラー積算電力 2 

* データ収集期間：2015/７～2017/1 

* 対象フロア：2 階～6 階（建屋は地上 7 階） 

* 各データは，データ分析用にクレンジング処理（異常値の

除外，欠損データの処理等）を行っている。 

（2） 分析環境 

データ分析に使用したツールを表 2 に示す。 

表 2 分析ツール 

使用ソフトウェア 用途 

R version 3.4.2 統計，データ解析ツール 

RStudio Version 1.1.383 R のコマンド UI，結果表示 

3.3 データ見える化による現状把握 

BEMS データ分析を実施し，複数の視点で見える化を行った。 

（1） 空調電力量 

G 本社棟全体の空調種別ごとの電力使用量を図 2 に示

す。 

 
図 2 空調種類別電力使用量 

図 2 をみると，個別空調が年間通じて全体の約 8 割を占

めていることがわかる。また電力量は夏期（7～8 月）と冬期

（1～2 月）にピークとなることがわかる。 

（2） フロア別個別空調電力量 

空調電力量の 8 割を占める個別空調について，フロア別

および空調エリア別の状況を把握するための分析を行った。

対象フロアは 2 階～6 階とした。外来者用フロアである 1 階

と設備管理用フロアの 7 階は除外した。 

個別空調電力量のフロア別集計値を図 3a に，空調エリ

ア別の電力使用量のマップ表示を図 3b に示す。 

図 3a フロア別空調電力量をみると，季節により変動はあ

るが，3 階の空調電力使用量が全体の 4 割程度を占めてい

ることがわかる。さらに図 3b フロアマップ表示をみると，3 階

の一部のエリアが突出して消費電力が高いことがわかる。こ

のエリアはマシンルーム（24 時間空調稼働）であった。マシ

ンルームを除いたエリアの傾向として，建物中央部よりも窓

側エリアの空調電力が高い傾向にあることがわかる。 

 
a. フロア別個別空調電力量 
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b. 個別空調消費電力のフロアマップ表示 

図 3 個別空調電力量の見える化 

（3） フロア別温湿度 

フロアごとの温湿度の状況を図 4 に示す。 

フロア別の室内平均温度の遷移を図 4a に，フロア別室

内平均湿度の遷移を図4bに示す。また各フロアマップに温

度測定位置を示した図を図 4c および図 4d に示す。 

 
a. フロア別室内温度の遷移（平日勤務時間帯） 

 

 
b. フロア別湿度の遷移（平日勤務時間帯） 

 
c. フロアマップ表示（2016/8 最高室内温度） 

 

 
d. フロアマップ表示（2017/1 最低室内温度） 

図 4 フロア別温湿度の見える化 

室内温度に関して図 4a をみると，すべてのフロアで 20

～30℃の間でコントロールされていることがわかる。 

室内湿度に関して図 4b をみると，季節による変動がある

が，おおむねコントロールされている。冬期において，まれ

に湿度が 20％近くまで低くなることがある。 

フロアマップによる温度分布をみると，図 4c の夏期に関

してはフロア間に大きな差異は見受けられないが，図 4d の

冬期においては2階西側および6階西側が寒い傾向になる

ことがわかる。これは構造上 2 階窓側の床が 1 階の回廊部と

なっており外気の影響を受けやすく，6 階は天井面が外気

の影響を受けやすいことに起因すると考えられる。 

図 3b 電力量のフロアマップでは，窓側の消費電力が高

い傾向となっていたため，窓側は暑いもしくは寒い状態に

なっていると推測されたが，温度センサの設置場所が建物

中央側に位置しているため，傾向が確認できなかった。 
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（4） 快適度（不快指数） 

快適度を測るための指標として，不快指数を採用した。 

不快指数 DI は， 

T=乾球気温（℃），H=湿度（％）としたとき 

DI=0.81T+0.01H(9.99T−14.3)+46.3 

で計算される。 

不快指数の数値と体感について，表 3 に示す。 

表 3 不快指数と体感 

不快指数 体感 

85～ 暑くてたまらない 

80～85 暑くて汗がでる 

75～80 やや暑い 

70～75 暑くない 

65～70 快い 

60～65 何も感じない 

55～60 肌寒い 

～55 寒い 

表 3 において，不快指数 60～75 の間が快適な範囲とさ

れている。 

図 5 に，フロア別の平日勤務時間帯における不快指数の

遷移をバイオリンプロット表示で示す。 

 

 

 

 

 
図 5 フロア別不快指数の見える化 

図 5 をみると，年間通して不快指数の中央値が不快指数

70～75 の範囲となっており，快適な範囲ではあるが暑く感

じる領域に近くなっていることがわかる。 

季節ごとの傾向をみると，全フロアで夏期（7～9 月）に不

快指数が 75 を超え，暑く感じる状態が多くなる。冬期（12～

2 月）に関しては，2 階および 6 階は不快指数が 60 近くまで

下がる傾向となる。また 3 階および 4 階においては，冬期に

おいても不快指数が 75 を超え，暑いと感じる状態になること

がある。 

（5） 空調制御 

各フロアの空調制御の状況を把握すべく，空調の発停情

報の見える化を行った。 

図 6 では，空調制御の状況を見える化するため，横軸に

空調ブロックを，縦軸に時間を表示し，空調が ON している

時間を赤く表示している。この結果からは，夏期および冬期
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は外気温に対応して ON/OFF をこまめにするケースは少な

く，朝出社して ON したら帰宅時もしくは 18：00 の自動 OFF

まで制御されないことが多いことがわかる。 

冬期に関しては，3 階および 4 階は空調が ON されない

ことも見受けられた。建物自体の断熱性が高く，吹き抜けな

どを通じて下階からの熱が伝わってきているため個別空調

を稼働せずとも快適な温度になっていることが推測される。 

春秋期に関しては，各フロアで運用が異なるが，一度空

調を ON した後はそのままになっていることが多いことがわ

かる。 

 

 
a. 夏期の例 

 

 
b. 冬期の例 

 

 
c. 春／秋期の例 

図 6 個別空調 ON/OFF の見える化 

（6） 空調電力と不快指数の時刻変動 

空調電力量が多い夏期と冬期において，空調電力と不快

指数の時刻変動を確認した。 

 
a. 空調電力と不快指数の遷移(2016/8) 

 

 
b. 空調電力と不快指数の遷移(2017/1) 

図 7 空調電力量と不快指数の時刻変動 

図 7a の夏期における，空調電力と不快指数の時刻変動

をみると，勤務時間内は電力量がほぼ一定であることがわか

る。出社後にエアコンを稼働し，そのまま定時後まで連続稼

働するケースが多いためと考えられる。しかし不快指数は75

近くで推移しているため，場合によっては暑いと感じる従業

員もいることが推測される。一方，図 7b の冬期における時

刻変動をみると，出社後から午前中の空調電力量が高くな

り，午後になると落ち着いてくる傾向であることがわかる。出

社時にフロア全体が寒く，午前中に一斉に空調を稼働する

ためと考えられる。不快指数に関しては，出社時に下限近く

となっており，寒く感じることが多いと考えられ，午後になると

不快指数が 70 を超え，暑く感じる領域に近づいている。 

3.4 問題点抽出 

データ見える化結果を元に，ディスカッションを行い，空調電力

の視点，快適性の視点で問題点を抽出した。 

（1） 空調電力の視点 

・ 空調電力量は冬期と夏期にピークとなる。特に冬期は出

社後一斉に空調稼働されるため午前中の電力消費量が
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多くなる。電力量の積算値よりも，消費電力のピークを抑

制することが重要で，改善の必要がある。 

・ 1 年を通じて外調機が活用されていない。特に出社前に

外調機を稼働させることで，フロアの温度をいち早く適正

にし，個別空調の負荷を下げられるのではないか。 

・ 個別空調は各フロアでこまめに制御されることは少ない。

快適な状態になっても空調が連続稼働されていることもあ

る。自動 OFF の設定を定時後だけでなく，昼休みや

15:00 など追加するのがよいのではないか。 

（2） 快適性の視点 

・ 夏期は，全フロアで暑めの傾向にある。 

・ 冬期の午後の時間帯においては，やや暑いと感じる傾向

にある。特に 4 階においては冬期にも関わらず暑さによる

不快が生じている。自然換気システムにより冷たい空気を

取り入れることで快適な温度に制御できるのではないか。 

・ 空調電力の消費量から，窓側エリアが外気の影響を受け

やすいと考えられるが，BEMS センサ位置が通路よりで

あるため傾向が捉えられない。 

上記の問題を解決するため，夏期および冬期における外調機の

活用と，冬期における自然換気システムの活用について検討をす

すめた。 

3.5 追加分析 

外調機および自然換気システムの効果を確認するため，G 本社

棟 5 階南側エリアにおいて空調実験を行った。空調実験における

設定変更内容を表 4 に示す。 

表 4 空調実験項目 

ケース 個別空調 外調機 自然換気システム 

1 OFF ON（送風のみ） OFF 

2 OFF ON（送風のみ） ON（13：00～16:00） 

3 OFF OFF OFF 

4 OFF OFF ON（13：00～15:00） 

5 OFF ON（暖房+加湿） OFF 

6 OFF ON（暖房+加湿） ON（13：00～15:00） 

また，窓側と通路側の温湿度差異を確認するため簡易温湿度セ

ンサを設置することにした。簡易温湿度センサの設置位置について

図 8 に示す。 

 
図 8 簡易温湿度センサ設置位置 

窓側エリアの温湿度への影響因子として，天候および日照時間

が考えられる。天候および日照時間のデータは，気象庁提供の過

去データ検索サービスを活用し，厚木本社に最も近い，海老名観

測所（海老名市中新田）のデータを使用した。 

（1） 空調実験期間における，室内温湿度および不快指数の遷移 

実験期間中の通路側（内側）と窓側の温湿度および不快

指数の遷移を図 9 に示す。 

図 9a の室内温度遷移では，BEMS センサのある P6（内

側）では室内温度および湿度は安定しているが，S02（窓側）

では外気温および日照の影響を大きく受けることが読み取

れる。特に日照時間の多い 11 月 21 日，24 日，27 日，29

日では室内温度の差が大きくなっている。フロアの快適性を

測る場合は，現在の BEMS センサからのデータだけでは不

十分であることがわかる。 

 
a. 室内温度の遷移 
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b. 室内湿度の遷移 

 

 
c. 不快指数の遷移 

図 9 実験期間中の温湿度および不快指数遷移 

（2） 外調機の暖房効果の確認 

外調機の暖房効果を確認するため，実験期間中の室内

温度を目的変数，外気温を説明変数とした単回帰分析を

行った。外調機の運転状態別に 3 つのケースで回帰式を求

めた。図 10 に単回帰分析の結果を示す。 

図 10 では，外気温と室内温度の散布図と，回帰分析に

よって得られた回帰直線をプロットしている。またそれぞれの

ケースについて，回帰直線の傾きと切片および決定係数の

値を記載している。 

空調の効果が大きければ，室内温度と外気温の相関は

低くなり，傾きが小さくなると考える。逆に空調の効果が十分

でない場合は，室内温度は外気温との相関が高くなり，傾き

が大きくなると考えられる。また回帰直線の確からしさについ

ては決定係数で判断する。図 10a をみると，P6（内側）にお

いては，外調機 OFF の場合でも傾きが 0.4 程度となってお

り，外気温の影響を受けにくい状態であることがわかる。外

調機を稼働するとさらに傾きが小さくなり，外気温の影響を

受けにくい状態となる。このことから，暖房+加湿運転の効果

は十分にあると判断できる。 

 
 

外調機 傾き 切片 決定係数 

OFF 0.422 18.485 0.446 

送風 0.247 21.837 0.319 

暖房+加湿 0.159 22.659 0.373 

 
a. 外気温と室内温度の相関［P6（内側）］ 

 

 
 

外調機 傾き 切片 決定係数 

OFF 1.007 10.453 0.684 

送風 0.422 20.014 0.258 

暖房+加湿 0.556 16.569 0.645 

 
b. 外気温と室内温度の相関［S02（窓側）］ 

図 10 外気温と室内温度の相関分析 
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一方図 10b をみると，S02（窓側）において外調機 OFF

の場合は傾きが約 1 となり，外気温の変化がダイレクトに室

内温度に影響されることがわかる。外調機を稼働した場合の

傾きは，送風のみで 0.4，暖房+加湿運転で 0.55 と，外調機

OFF の場合と比較して，外気温の影響は半減すると判断で

きる。窓側においても，外調機による暖房効果が確認できる

結果となった。 

（3） 自然換気システムによる室内温度の影響 

自然換気システムの室内温度の影響について，各測定

点での室温の時間推移を表 5 に示す。 

表 5 自動換気システム稼働時の外気温および室内温度 

 外調機 13:00 14:00 15:00 16:00 温度差 温度差/h 

P6 
（内側） 

送風 25.6 24.4 23.8 23.4 2.2 0.73 

OFF 25.5 25.2 24.9 — 0.6 0.30 

暖房+加湿 25.2 23.7 25.0 — 0.2 0.10 

S02 
（窓側） 

送風 27.6 24.4 22.3 21.4 6.2 2.07 

OFF 27.0 27.0 24.8 — 2.2 1.10 

暖房+加湿 24.1 21.8 22.2 — 1.9 0.95 

表 5 において，自然換気システムによる外気取入れにて

最も室内温度が下がったのは，外調機 ON（送風）のケース

であった。窓側においては，1 時間に 2℃というペースで室

内温度を緩やかに下げる効果が確認できた。次に効果が

あったのは外調機 OFF のケースであった。1 時間に約 1℃

と緩やかな下がり方であるが，これは室内の空気が十分循

環できていないことが原因と考えられる。まだ外調機が暖房

設定されている際には，一旦温度は下がるが 2 時間後には

上昇している。逆に言うと，外調機による暖房効果が十分機

能していると言える。 

上記結果より，冬期の昼間に窓側エリアにおいて「暑すぎ

る」という状態になった際に，自然換気システムの冷房効果

があることが確認できた。 

3.6 施策検討 

データ見える化の結果および追加分析結果を元にディスカッショ

ンを行い，表 6 に示す空調運用改善施策を立案した。 

表 6 空調運用改善施策 

項目 季節 施策 

外調機 

夏 
午前中の全体冷房の設定見直し 
（空調開始時刻の前倒し，温度設定の変更） 

冬 
午前中の全体暖房の設定見直し 
（空調開始時刻の前倒し，2 階，6 階の設定温

度を上げ，他のフロアの設定温度を下げる） 

夏・冬 
深夜連続運転（連続稼働することで室内温

度を一定にし，空調効率を高める） 

個別空調 
春・秋 

一斉 OFF 運用の見直し 
終業時 OFF 時刻の前倒し（18:00→17:00）

昼休みの一斉 OFF 運用 

冬 昼休みの一斉 OFF 運用 

自 然 換 気 シ

ステムの運用 
冬 

計画的な自然換気システムの稼働 
（晴天時の 13:00～14:00 に自動開放） 

上記施策については，空調運用管理部門において，実施時期な

どを検討のうえ，実現に向けて取り組んでいくことになった。 

4 空調運用改善施策の評価 

4.1 評価対象施策 

外調機の冬期施策である，運転時間変更および設定変更による

電力削減を評価対象とした。 

施策実施前後の設定変更内容を表 7 に示す。 

表 7 外調機 基本設定変更内容 

項目 2016 年度 2017 年度 

設定温度 全フロア 20℃ 
2 階，6 階 26℃ 
3～5 階 23℃ 

稼働開始時刻 7:30 6:30 

* 上記設定は基本設定であり，必要に応じ設定を変更し運

用している。 

4.2 評価方法 

前年度比較をする場合，一定期間の電力量の積算値で比較す

ることが多いが，空調電力の場合，電力量は外気温の影響を大きく

受けるため空調の消費電力抑制施策の検証には適さない。例えば

今年度が厳冬で平均気温が下がれば，消費電力量もそれに応じて

高くなる。施策の評価のためには気象条件など空調電力量に影響

する因子が同じ条件の元で比較をするべきであると考える。 

（1） 空調電力量の影響因子 

空調電力量に影響する因子を特定し，その因子条件が

同等とみなせる日の組み合わせを抽出し，空調使用電力を

比較する。 

影響因子の特定のために，空調使用電力量を目的変数

とし，説明変数に外気温，室温，室温移動平均，室内湿度
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とした重回帰分析を行った。空調電力量を最も説明できて

いる説明変数の組み合わせの評価は，変数の選択数の違

いを補正した自由度調整済み決定係数にて行った。自由度

調整済み決定係数が最大となる説明変数の組み合わせを

探索した結果を表 8 に示す。 

表 8 説明変数の組み合わせ検討 

変数 1 2 3 4 

外気温 〇 〇 〇 〇*2 

室温 〇    

室温移動平均*1  〇 〇 〇*2 

室内湿度   〇  

自由度調整済み決定係数 0.714 0.743 0.747 0.758 

*1 室温移動平均は，現在時刻と 1 時間，2 時間前の平均 

*2 交互作用項有効 

上記結果より，外気温と室温の挙動が類似する日で比較

することで，電力量の削減効果を正しく比較できることが期

待できる。 

（2） 比較対象日の選定 

前項をふまえ，比較対象日の選定を行った。評価期間

（2018 年 1 月 1 日～2018 年 2 月 28 日），比較対象期間

（2017 年 1 月 1 日～2017 年 2 月 28 日）の 0 時～17 時の

外気温および室温データを用い，［外気温の差の二乗和+

室温の差の二乗和］の値が小さくなる日の組み合わせを抽

出した。抽出した日の組み合わせを表 9 に，比較対象と

なった日の外気温および室内温度の遷移について図 11 に

示す。 

表 9 抽出した比較対象日 

No 検証年月日 比較年月日 
比較用

算出値* 

検証側 比較側 

外気温

平均 
室温 
平均 

外気温

平均 
室温 
平均 

1 2018/2/16 2017/2/2 7.09 5.7 23.7 5.7 23.4 

2 2018/1/31 2017/1/25 22 4.1 22.7 4.1 23.0 

3 2018/2/27 2017/1/31 25.5 7.4 23.4 7.4 23.4 

4 2018/2/20 2017/2/7 28 7.1 23.4 7.1 23.3 

5 2018/2/22 2017/1/20 28.8 3.7 23.5 3.7 23.2 

* 外気温の差の 2 乗和+室温の差の 2 乗和（0 時～17 時） 

 
図 11 比較対象日の外気温と室温遷移 

いずれの日の組み合わせについても，室温および外気

温の遷移に差がなく，空調施策効果の比較条件を満たして

いると判断できる。 

4.3 評価結果 

前項で抽出した比較対象日にて空調電力量を確認した。 

空調設備ごとの使用電力量比較データを表 10 に示す。なお比

較日のセットは最も外気温が低い状態であった No.5 を用いた。 

表 10 空調使用電力比較表 

項目 2016 年度 
(2017/1/20) 

2017 年度 
(2018/2/22) 差分 増減率 

チラー 860 kWh 900 kWh 40 kWh 4.7％ 

外調機 154 kWh 174 kWh 20 kWh 13.0％ 

個別空調 1,986 kWh 1,661 kWh △325 kWh △16.4％ 

空調電力計 3,000 kWh 2,735 kWh △265 kWh △8.8％ 

ピーク電力 335 kWh 295 kWh △40 kWh △11.9％ 

日単位の電力量の比較では，外調機の稼働時間を増やした分，チ

ラーおよび外調機の電力は増えているが，個別空調の電力を抑制でき

ており，空調電力全体で 8.8％の省電力化となっている。また課題で

あったピーク電力も 11.9％削減し，300 kWh 以下に抑制されている。 

図 12 に，昨年度と本年度の空調電力消費量の時間遷移を示す。 

 
図 12 空調電力消費量の時間遷移比較 
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図 12 において，施策適用時は，6 時～8 時台では外調機の稼

働を早めたためチラーおよび外調機の電力量は増えているが，9

時台以降は個別空調の電力量が抑制されていることがわかる。また

昨年度は朝 9 時台に突出していた電力量のピークも，施策適用後

はなだらかになっていることが見て取れる。 

5 むすび 

G 本社棟の空調運用の最適化という目的に対し，データ分析に

基づく運用改善のプロセスを確立し，効果のある施策を立案するこ

とができた。冬期の空調運用の改善施策においては，ピーク電力を

前年比で 11.9%削減することができた。 

アンリツが目指す，設備全体の ZEB 化に向けては，継続的な改

善とその効果の確認が必要である。今後は BEMS データ分析だけ

でなく，機械学習による空調運用の最適化など新たな手法を用い

た施策立案にも取り組んでいきたい。 

 

 

執筆者 

 

秋 山 智 宏  
技術本部 
知識情報応用開発センター 

 

原  綱 義  
アンリツエンジニアリング㈱ 
第二事業部 
分析・情報システム部 

 

武 藤 文 乃  
アンリツエンジニアリング㈱ 
第二事業部 
分析・情報システム部 

  

  

  

  

 

公知 

70



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




